
公立大学法人横浜市立大学

第 回キャンサーボード

日時：2019年10月2日 水

第 回

Hot tea ＆ coffee
ご用意しております

主催：横浜市立大学大学院医学研究科 多様な新ニーズに対応する

「がん専門医療人材（がんプロフェッショナル）」養成プラン

問合せ先：横浜市立大学大学院医学研究科多様な新ニーズに対応する「がん専門医療人材（がんプロフェッショナル）」養成プラン事務局

TEL:045-787-2623  FAX:045-787-2740  E-mail : ganpro@yokohama-cu.ac.jp

場所：横浜市立大学附属病院 ４階 第 会議室

18:00～19:00

「新杉田駅」、京浜急行「金沢八景駅」よりシーサイドライン「市大医学部駅」下車徒歩 分

嚥下機能障害のある患者の希望を支える地域連携

共催：横浜市立大学附属病院医学・病院企画課, 患者サポートセンター

大学区医師会

議 題 紹 介： 横浜市立大学附属病院 耳鼻咽喉科 助教 和田 昂

横浜市立大学附属病院 病棟 看護師 鈴木 乾・山本麻衣香

横浜市立大学附属病院リハビリテーション部 言語聴覚士 内山 唯史

議題提供者： 横浜市立大学附属病院 患者サポートセンター退院・在宅療養支援看護師

野﨑 静代

発 言 者：河合耳鼻咽頭科医院院長 横浜市耳鼻咽喉科医会会長

金沢区三師会嚥下在宅チーム委員長 横浜市立大学非常勤講師 河合 敏

横浜みなきリハビリテーション病院 リハビリテーション科科長 廣瀬 裕介

がん治療に伴い嚥下機能が障害され、経口摂取が困難になる患者も少なくありません。病院

では入院期間の短縮に伴い、嚥下機能のリハビリテーションの途中で退院を迎える患者もいま

す。嚥下機能障害のある患者と家族が、安心した療養生活を送るため、患者と家族の希望に沿

うため、地域と病院が連携して〝つながり″何ができるか一緒に考えたいと思います。

皆様のご参加をお待ちしております。 事前申し込み不要


